
　本
市
の
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る

八
代
城
。初
詣
や
お
花
見
、七
五
三

な
ど
、皆
さ
ん
一
度
は
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、国

史
跡
で
も
あ
る「
八
代
城
」は
、今
年

で
築
城
4
0
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　大
き
な
節
目
と
な
る
今
年
は
、改

め
て
八
代
城
の
歴
史
や
八
代
地
域
の

文
化
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、次

世
代
に
伝
承
し
て
い
く
新
た
な
文
化

や
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
一
年
と
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
八
代
地
域
は
古
く
か
ら
球
磨
川
に
よ

る
水
運
と
薩
摩
街
道
な
ど
の
陸
路
の
結

節
点
に
あ
た
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

3
つ
の
八
代
城
（
古
麓
城
、
麦
島
城
、

八
代
城
）
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　
後
醍
醐
天
皇
の
忠
臣 

名
和
義
高
が
八

代
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
、
以
後
名
和

氏
・
相
良
氏
、
そ
し
て
島
津
氏
が
約

2
5
0
年
に
わ
た
り
在
城
。
豊
臣
秀
吉

が
九
州
攻
め
の
途
中
で
滞
在
し
た
。

　
八
代
城
は
、「
本
丸
」を
中
心
に
東
か
ら

南
に
か
け
て
逆
L
字
型
の
よ
う
に「
二
の

丸
」が
、本
丸
の
西
側
に「
三
の
丸
」が
、本

丸
の
北
側
に「
北
の
丸
」と「
出
丸
」が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
城
は
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
中
心
で
あ

り
、麦
島
城
崩
壊
か
ら
す
み
や
か
に
立

ち
直
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、八
代
城
の

縄
張（
城
郭
の
配
置
）は
麦
島
城
を
ほ
ぼ

踏
襲
し
て
い
ま
す
。ま
た
、石
垣
は
麦
島

城
の
石
材
を
再
利
用
し
て
お
り
、城
内
の

櫓
な
ど
の
建
物
の
部
材
も
そ
の
部
材
を

再
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
城
の
南
側
と
東
側
に

城
下
町
が
展
開
し
、
そ

の
外
側
に
は
外
堀
と
し

て
人
工
的
に
開
削
さ
れ

た
前
川
と
総
構
え
の
石

垣
で
守
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
本
丸
の
北
西
隅
に

は
、
大
天
守
と
小
天
守

が
連
な
り
、
大
天
守
か

ら
本
丸
南
西
隅
の
月
見

櫓
に
か
け
て
の
石
垣
の

連
な
り
は
八
代
城
の
中

で
も
最
も
美
し
い
景
観

と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
代
城
の
移
り
変
わ
り

八
代
城
跡
の
特
徴

《
お
堀
》

じ
ょ
う 

あ
と

　
現
在
も
残
る
石
垣
は
、

当
時
で
は
珍
し
い
自
然

石
ま
た
は
粗
割
し
た
石

灰
岩
を
積
み
上
げ
る
古

い
形
式
の
野
面
積
で
築

か
れ
て
い
ま
す
。

　
石
垣
で
最
も
大
事
な

隅
角
部
だ
け
は
算
木
積

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
石
垣
》

八
代
城
モ
ノ
ガ
タ
リ

▲石垣隅角部の積み方に違いがあります

▲八代城跡本丸航空写真（北東から、2017年撮影）

▲大天守～月見櫓跡の石垣

　
八
代
城

築
城
４
０
０
年

古
麓
城

（
1
3
3
0
年
代
頃
〜
1
5
8
7
年
）

　
豊
臣
秀
吉
が
八
代
の
地
を
小
西
行
長

に
与
え
、
徳
淵
近
く
の
沿
岸
部
に
築
城
。

関
ケ
原
合
戦
で
小
西
行
長
が
敗
死
し
た

あ
と
、
加
藤
氏
が
入
城
。
熊
本
城
主
で
あ

る
加
藤
氏
の
支
城
と
し
て
、全
国
で
も
め

ず
ら
し
い
肥
後
熊
本
の「
一
国
二
城
」を

支
え
る
城
だ
っ
た
が
、1
6
1
9
年
の
大

地
震
で
崩
壊
し
た
。

麦
島
城

（
1
5
8
8
年
〜
1
6
1
9
年
）

　
加
藤
氏
が
江
戸
幕
府
の
許
可
を
得
て

1
6
2
2
年
に
再
建
。
「
一
国
一
城

令
」
発
布
後
に
外
様
大
名
が
築
い
た
最

後
の
城
。
1
6
4
6
年
に
松
井
興
長
が

八
代
城
を
預
か
る
こ
と
と
な
り
、
以
降

廃
城
し
た
明
治
ま
で
松
井
氏
が
在
城
。

1
6
7
2
年
に
落
雷
で
本
丸
大
天
守
・

小
天
守
な
ど
が
焼
失
し
た
。 八

代
城

（
1
6
2
2
年
〜
現
在
）

国
史
跡

◆
初
代
八
代
城

◆
二
代
目
八
代
城

◆
三
代
目
八
代
城

特集　八代城築城400年特集　八代城築城400年
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八
代
市
民
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

に
あ
る
八
代
城
跡
で
す
が
、
市
外
か

ら
来
た
人
は
街
中
に
城
跡
が
あ
る
こ

と
に
驚
か
れ
ま
す
。
八
代
は
川
と
海

と
山
を
有
す
る
地
理
的
に
も
非
常
に

重
要
な
拠
点
だ
っ
た
こ
と
で
、
お
城

が
置
か
れ
続
け
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

八
代
城
や
石
垣
の
建
設
に
は
、
球
磨

川
上
流
か
ら
木
材
を
運
ん
だ
り
、
地

元
の
岩
を
切
り
だ
し
た
り
、
多
く
の

人
手
が
必
要
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

先
祖
も
き
っ
と
何
ら
か
の
形
で
八
代

城
に
携
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
八
代
城
跡
の
特
徴
の
一
つ
は
石
垣

に
白
島
か
ら
切
り
だ
さ
れ
た
白
い
石

灰
石
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

長
い
年
月
の
間
に
黒
ず
ん
で
し
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
も
一
部
白
い
石

垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
石
垣

を
じ
っ
く
り
見
る
と
ノ
ミ
の
跡
や
刻

印
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
石

垣
を
守
っ
て
き
た
職
人
た
ち
の
生
き

た
証
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
魅
力
で
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
が
通
勤
や
通
学
で

通
っ
て
い
る
道
路
や
お
寺
の
位
置
な

ど
を
昔
の
地
図
と
比
べ
る
と
、
ピ
ッ

タ
リ
重
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
代
陽
校
区
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
八
代
城
お
堀
の
石
垣
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る

風
景
の
中
に
も
実
は
八
代
城
ゆ
か
り

の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
市
立
博
物
館
で
は
、
八
代
城
の
精

巧
な
模
型
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

節
目
と
な
る
今
年
は
、
八
代
城
跡
の

見
ど
こ
ろ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
し
く
作
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
で
楽
し
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
開
催
中
で
す
。
こ
の
機
会
に

歴
史
を
知
る
こ
と
で
改
め
て
八
代
市

の
魅
力
や
強
み
を
発
見
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
私
た
ち
八
代
市
民
の
記

憶
の
中
に
八
代
城
跡
で
過

ご
し
た
思
い
出
が
あ
る
よ

う
に
、
4
0
0
年
間
八
代

を
見
守
り
続
け
て
き
た
八

代
城
跡
に
も
、
戦
争
や
災

害
な
ど
4
0
0
年
分
の
記

憶
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
4
0
0
年
分
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
て
、
八

代
を
作
り
上
げ
て
き
た

人
々
の
思
い
を
知
り
“
歴

史
と
文
化
の
ま
ち
八
代
”

を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
特
集
　
八
代
城
築
城

4
0
0
年
　
終
》

築城400年記念事業
みんなで参加して盛り上げよう

築城400年記念式典　～400年の時を刻む八代城～

特集　八代城築城400年特集　八代城築城400年

八
代
城
跡
は

八
代
市
と
市
民
の
礎

イ
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タ
ビ
ュ
ー
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ビ
ュ
ー

節
目
を
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
た
い

■
八
代
城
跡
の
思
い
出

渕
上
さ
ん
　
私
は
代
陽
小
学
校
出

身
な
の
で
、
子
ど
も
の
頃
は
通
学

路
と
し
て
当
た
り
前
に
み
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
の
七
五
三
や
お
花

見
な
ど
市
民
が
気
軽
に
集
え
る
場

所
で
す
ね
。

柳
口
さ
ん
　
八
代
城
跡
が
あ
る
こ

と
で
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
受
け
継
ぐ
気
持

ち
も
育
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
■
八
代
城
で
地
域
活
性
化

渕
上
さ
ん
　
青
年
会
議
所
で
は

2
0
1
6
年
か
ら
「
白
鷺
城
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
八
代
城

築
城
４
０
０
年
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
集

大
成
と
し
て
、
市
民
の
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

柳
口
さ
ん
　
最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
き

っ
か
け
に
お
城
や
歴
史
を
好
き
に

な
る
人
も
多
い
の
で
、
八
代
城
跡

を
観
光
地
と
し
て
市
内
外
の
人
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

実
際
に
八
代
に
来
て
、
見
て
、
触

れ
て
、
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
八

代
市
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

■
一
年
を
通
し
て
盛
り
上

げ
た
い

渕
上
さ
ん
　
4
0
0
年
だ
か
ら
こ

そ
団
結
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と

思
う
の
で
、
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
一
年
間
通
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
地
元
八
代

に
愛
着
を
持
つ
人
を
増
や
し
て
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

柳
口
さ
ん
　
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
歴
史
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
チ
ラ
シ
の
作
成
の
他
、

築
城
4
0
0
年
記
念
飯
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
、
民
俗
芸
能
の
公
演
会
や

ギ
ネ
ス
記
録
挑
戦
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
八
代
城
に
少
し
で
も
興

味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

八代市立博物館学芸員

山﨑　摂 さん

八代城築城400年実行委員長

柳口　崇 さん

八代青年会議所理事長

渕上 玄輝 さん

　地域団体と連携しながら、一年を通じて盛り上げていきます。
皆さんの参加をお待ちしています。

　本市の学芸員が講師となり、八代城や祭り、干拓などさまざまなテーマで城
下町八代の歴史と文化を学んでいきます。（日程は変更になる場合があります）

４月9日㈯ ［終了］

連続講座  城下町八代の歴史と文化
４月～12月

　城郭の専門家を招いて、石垣等の城郭構造や八代城に関する古文書
類などから八代城の魅力を紐解いていきます。

八代城築城400年記念シンポジウム
９月下旬

　平成28年熊本地震で崩壊した八代城跡本丸石垣の修復記録や、新
庁舎の建設に伴う発掘調査で見つかった八代城跡二の丸石垣の胴木、
八代城本丸御殿の一部であった大書院の懸魚など、初公開となる貴重な
資料を展示。八代城跡の発掘調査で見つかった軒瓦の拓本体験も実施。

築城400年記念展示「新発見！八代城のヒミツ」
８月30日㈫～９月25日㈰

お祭りでんでん館開館１周年記念
　「民俗芸能講演会と無形民俗文化財の特別公開」

7月

日　程
  4月16日㈯
  6月19日㈰
  ８月21日㈰
10月16日㈰
11月20日㈰
12月11日㈰

講　師
山内 淳司
村田 仁志
西山由美子
山内 淳司
早瀬 輝美
米崎 寿一

テーマ
八代城の移り変わり
八代市の日本遺産
八代市の考古資料
八代海干拓遺跡

お下り100年～神幸行列のヒミツ～
城下町八代の歴史と文化

◎時間／午前10時～11時30分　  ◎場所／お祭りでんでん館

令和3年11月に欄干橋改修
　八代城跡本丸を所有する八代宮
は本丸の表玄関であった東側の高
麗門前の欄干橋を改修され、欄干
に保存されていた築城年を示す

「元和八年」銘の擬宝珠を市立博
物館に寄託されました。寄託され
た「元和八年」銘擬宝珠は、現在市
立博物館で公開しています。

どう  ぎ

らんかんばし
げ  ぎょ

のきがわら

らいもん

こう

らんかんばし

げん な めい ぎ   ぼ   し

▲関係者ら約100人が参加しました

▲築城400年にあわせて400個の
　バルーンセレモニーがありました

▲4月16日㈯に開催された連続講座

▶
八
代
城
築
城
4
0
0
年
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

　キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
八
城
守
ち
ゃ
ん
」

▲大書院の懸魚

［終了］

◎場所／お祭りでんでん館

記念事業に関すること　問合せ　文化振興課 ☎33-4533
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八
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な
ど
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代
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し
か
な
い
も
の
を
守
っ
て
い
く
た
め
、石
工

さ
ん
の
道
具
を
使
い
守
っ
て
い
き
た
い
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
し
ろ
ま
も
る ▲八代城築城400年

　実行委員会公式ホ
　ームページで各種
　イベント情報をお
　知らせしています。

　
八
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は
当
た
り
前
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あ
る
八
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跡
で
す
が
、
市
外
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ら
来
た
人
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街
中
に
城
跡
が
あ
る
こ
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ま
す
。
八
代
は
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と
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す
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地
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常
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重
要
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だ
っ
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こ
と
で
、
お
城

が
置
か
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続
け
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歴
史
が
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八
代
城
や
石
垣
の
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に
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、
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磨
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流
か
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木
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だ
り
、
地

元
の
岩
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切
り
だ
し
た
り
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多
く
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人
手
が
必
要
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

先
祖
も
き
っ
と
何
ら
か
の
形
で
八
代

城
に
携
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
八
代
城
跡
の
特
徴
の
一
つ
は
石
垣

に
白
島
か
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わ
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見
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見
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ノ
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や
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っ
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あ
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て
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た
証
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垣
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見
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で
す
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と
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ピ
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タ
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た
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あ
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陽
校
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の
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八
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城
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て
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す
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八
代
城
ゆ
か
り

の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
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。
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催
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史
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八代青年会議所理事長

渕上 玄輝 さん
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４月～12月

　城郭の専門家を招いて、石垣等の城郭構造や八代城に関する古文書
類などから八代城の魅力を紐解いていきます。
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資料を展示。八代城跡の発掘調査で見つかった軒瓦の拓本体験も実施。
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ー「
八
城
守
ち
ゃ
ん
」

▲大書院の懸魚

［終了］

◎場所／お祭りでんでん館

記念事業に関すること　問合せ　文化振興課 ☎33-4533

し
ら
さ
ぎ
じ
ょ
う

い
し
ず
え

しゅう

げん   き

せつ

八
代
城
跡
や
ば
ん
ぺ
い
ゆ
な
ど
、八
代
に

し
か
な
い
も
の
を
守
っ
て
い
く
た
め
、石
工

さ
ん
の
道
具
を
使
い
守
っ
て
い
き
た
い
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
し
ろ
ま
も
る ▲八代城築城400年

　実行委員会公式ホ
　ームページで各種
　イベント情報をお
　知らせしています。
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